
別府 阿蘇蘇

京都

講義資料『2016年熊本地震に学ぶ』　理学研究科附属地球熱学研究施設火山研究センター　大倉 敬宏 教授

6



●27
●28

●29

●30
●31

●33

●26

32●

講義資料『2016年熊本地震に学ぶ』　理学研究科附属地球熱学研究施設火山研究センター　大倉 敬宏 教授

7



講義資料『2016年熊本地震に学ぶ』　理学研究科附属地球熱学研究施設火山研究センター　大倉 敬宏 教授

8



平成28年熊本地震を踏まえた総合的な活断層調査
平成28年度 成果報告書

阿蘇カルデラ内から御船町にかけての約30 kmにわたり，地表に断層が出現
右横ずれ断層成分（最大2.5m）と正断層成分（南西側隆起最大2m）が卓越

305

https://www.pref.kumamoto.jp/uploaded/attachment/159607.pdf
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阿阿蘇大橋（1971年開通）

阿蘇大橋
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2012.02.23
国の登録有形文化財（建造物）に
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建物平面図

講義資料『2016年熊本地震に学ぶ』　理学研究科附属地球熱学研究施設火山研究センター　大倉 敬宏 教授

18



講義資料『2016年熊本地震に学ぶ』　理学研究科附属地球熱学研究施設火山研究センター　大倉 敬宏 教授

19



講義資料『2016年熊本地震に学ぶ』　理学研究科附属地球熱学研究施設火山研究センター　大倉 敬宏 教授

20



講義資料『2016年熊本地震に学ぶ』　理学研究科附属地球熱学研究施設火山研究センター　大倉 敬宏 教授

21



講義資料『2016年熊本地震に学ぶ』　理学研究科附属地球熱学研究施設火山研究センター　大倉 敬宏 教授

22



講義資料『2016年熊本地震に学ぶ』　理学研究科附属地球熱学研究施設火山研究センター　大倉 敬宏 教授

23



講義資料『2016年熊本地震に学ぶ』　理学研究科附属地球熱学研究施設火山研究センター　大倉 敬宏 教授

24



講義資料『2016年熊本地震に学ぶ』　理学研究科附属地球熱学研究施設火山研究センター　大倉 敬宏 教授

25



講義資料『2016年熊本地震に学ぶ』　理学研究科附属地球熱学研究施設火山研究センター　大倉 敬宏 教授

26



防災科学技術研究所
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短期的 中期的 最終
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図 13 布田川断層帯・日奈久断層帯の活動の時空間分布 

2013

布田川区間の最新活動時期は約6,900年前以後、約2,200年前以前
平均活動間隔は8,100-26,000年

6,900-2,200
8,100-26,000 1,600-1,200

不明
8,400-2,000
3,600-11,000

1,700-900
1,100-6,400
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表２ 布田川断層帯の将来の地震発生確率等
項 目 将来の地震発生確率等（注６） 備 考

布田川区間
地震後経過率（注７）

今後 30年以内の発生確率
今後 50年以内の発生確率
今後 100年以内の発生確率
今後 300年以内の発生確率

集積確率（注８）

0. 08－0. 9

ほぼ０%－0. 9%
ほぼ０%－１%
ほぼ０%－３%
ほぼ０%－９%

ほぼ０%－30%

発生確率及び集積確率は
文献８による。

表４ 日奈久断層帯の将来の地震発生確率等
項 目 将来の地震発生確率等（注６） 備 考

日奈久区間
地震後経過率（注７）

今後 30年以内の発生確率
今後 50年以内の発生確率
今後 100年以内の発生確率
今後 300年以内の発生確率

集積確率（注８）

0. 2－2. 3

ほぼ０%－６%
ほぼ０%－10%
ほぼ０%－19%
ほぼ０%－48%

ほぼ０%－100%

発生確率及び集積確率は
文献８による。

八代海区間
地震後経過率（注７）

今後 30年以内の発生確率
今後 50年以内の発生確率
今後 100年以内の発生確率
今後 300年以内の発生確率

集積確率（注８）

0. 1－1. 5

ほぼ０%－16%
ほぼ０%－30%
ほぼ０%－50%
ほぼ０%－90%

ほぼ０%－100%

2013

2013年当時、布田川区間の今後30年以内の発生確率は、ほぼ0-0.9%、
我が国の主な活断層の中ではやや高いグループ
日奈久区間の今後30年以内の発生確率は、ほぼ0-6%、高いグループ
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2013
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熊熊本の第五高等学校出身。
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